
三重県職員人づくり基本方針（平成２８年１２月）から抜粋 

 

 

 

 

 

 

（１）職員に求められること 

○ 県民の皆さんの信頼が得られるよう、高い使命感と倫理観を持ち、誠実かつ公正に職

務を遂行し説明責任を果たすこと 

○ 現場を重視し、関係者と向き合い、思いを共有し、自ら積極的に関係を構築していくこと 

○ 高い問題意識で問題を発見し、課題解決に向けて自ら積極的に取り組むこと 

○ 高度な専門性を備え、自ら積極的に政策・事業を変革し、県民に成果を届けること 

 

（２）職員の基本姿勢 

○ 元気でポジティブ 

三重県が好きで、熱意を持って仕事に取り組む職員 

ホスピタリティを持ち、笑顔であいさつできる職員 

○ 県民と共に 

自ら積極的に県民の皆さんと向き合い、思いを共有でき、共に行動できる職員 

○ 高い「志」 

礼節を重んじ、コンプライアンスの意識や高い倫理観を持ち、県民の皆さんが安心

して県政を任せられる職員 

責任感を持って、実現まであきらめず、継続して努力できる職員 

○ アクション 

何事にも全力で、逃げずに、挑戦と変革を続ける職員 

高い専門性と意欲をもって、自ら考えて行動する職員 

 

（３）職員に必要な基本的な力 

○ 県民と共に県政を推進する力 

共感性（聴く力）、調整力、行動力、発信力、説明力 

○ 政策・事業を的確に立案し、課題を解決する力 

情報収集力、課題発見力、政策立案能力、企画力 

○ 業務を着実に遂行する力 

知識・技能、調整力、計画力、実行力、責任感 

○ 部下や後輩を育てる力 

コミュニケーション能力、指導力、チームワーク 

目指すべき職員像 

県民とともにアクティブに、新しい三重を創っていく日本一の職員 

「幸福実感日本一」の三重を創っていくために、県民の皆さんと共感できる感性を持ち、

自ら行動できる日本一の職員を目指していく 


